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福岡Session2019　VISUAL SHOCK

2019年10月12日（土）

10:30～15:30（開場10：00）

はかた近代ビル1F 105会議室　（〒812-0013 福岡市博多区博多駅東1丁目1−33 1Ｆ）

■実施内容

福岡県障がい者芸術文化活動支援センターＳＣＯＲＥ

■共　　　催 NPO法人らいふステージ　

■後　　　援 福岡県、福岡市

■ そ の 他 beyond2020認証事業、ふくおか県民文化祭協賛事業

■コーナー別　来場者数

Session１
佐藤重直
後援会

16名

Session２
和泉妃夏

ワークショップ
16名

■開催日程

■開催時間

■開催場所
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日本映画監督協会理事の佐藤重直さんをお招きし映像制作のおもしろさや魅力につい
てご講演頂きます。また、障がいや生きることをテーマに多くの映像作品に携わっておら
れる女優の和泉妃夏さんをお招きし障がい者と共にいきることをベースに演じることや
映像制作の魅力を参加型ワークショップ形式で学びます。表現活動の可能性を探りつ
つ、本セミナーを通して、障がいとは？　アートとは？　共に生きる社会作りとは？　考え
るきっかけ作りとして開催します。

■主　　　催

実施実績（結果）

総来場者数 16名

Session３
質疑応答・意見交換 16名

実施概要・実施実績

実施概要

■名　　　称



■会場 はかた近代ビル1F 105会議室 〒812-0013　福岡県福岡市博多区博多駅東1丁目1−33 1Ｆ

■アクセス 車 福岡都市高速　半道橋出口から10分（専用駐車場なし。周辺の駐車場を活用）

　
電車

徒歩

■機材貸し出し スクリーン、プロジェクター、マイク等は有料貸し出しあり。

■注意事項 会場内のレイアウトの変更は無料。現状戻しは無しでＯＫ。
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15:00 【Session3】　質疑応答・意見交換

15:30 終演

17:00 完全撤収

日付
時間

JR博多駅より福岡市営地下鉄に乗り換え地下鉄博多駅、筑紫改札口を出て、東４出口を上
がって3分

JR博多駅　筑紫口より3分

イベント全体スケジュール

【会場】はかた近代ビル1F 105会議室

9:00 スタッフ集合　　会場準備

10:00 開場

10:30 【Session1】　佐藤重直氏　後援会

12:00 休憩

13:30 【Session2】　和泉妃夏氏　ワークショップ

15:00 休憩

会場概要

会場（全体）
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記録・写真

全体スケジュール

チラシ・パンフレット



回答数： 名

１．コミュニケーションの場面 名

２．食事・排せつ・入浴等の直接支援の場面 1 名

３．障がい者福祉啓発イベント等の場面 2 名

４．就労に関する支援の場面 2 名

５．余暇活動の支援の場面 3 名

６．事業所や学校等での職員教育・人材育成の場面 1 名

７．その他 0 名

その理由は？

【１】なかなか夢や希望を持つ事が難しい精神障がい者に良い刺激になるのではないでしょうか

【１】自分の事、他人の事を考える時間を作れそう。

【１・２・３・４・５・６】障害を持っている人達の自信と希望へと繋がると思います。

１．職場の同僚 2 名

２．職場の上司 2 名

３．家族 3 名

４．支援活動者 2 名

５．支援活動をしていない人 2 名

６．小学生 3 名

７．中学生 3 名

８．高校生 2 名
９．大学生 1 名
１０．専門学生 1 名

１１．その他 1 名 誰でも(1名)

その理由は？

【６・７】

【３・４・７・８】　当事者及びこれからの少年たちへの啓もう

【１～１０すべてチェック】

開催時期
１．１～３月 0 名

２．４～６月 0 名
３．７～９月 0 名

４．１０～１２月 0 名

その他　いつでも良いです（2名）

来場者アンケート

来場者アンケート集計及び感想

4

5

Ⅰ．今回のような舞台芸術を通したワークショップは支援のどの場面で使えると思いますか？（複数回答）

Ⅱ．今回のような舞台芸術を通した支援ワークショップを誰に紹介・体験してもらいたいと思いましたか？
（複数回答）

教育現場で起こっているような問題を演劇を通して疑似体験することで人への思いやりを持てるよう
になればと思います。

音楽、映像、絵、スポーツなど感覚的に捉えられるものは頭で勉強するより、人
の心に深く響くもので感情が動き人の心に触れられると思うからです。

Ⅲ．今後、今回のような舞台芸術ワークショップが開催されるとしたら、どのような内容を希望しますか？
（複数回答可）
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開催場所

１．福岡市内 3 名

２．福岡市外 2 名

３．公民館 1 名

４．劇場 1 名

５．学校 2 名

６．障害福祉事業所 1 名

７．その他 0 名

その理由は？

【１】 アクセスの良い所

【２】 いろんな場所でやってほしい

【５】

研修回数 研修頻度

１．１回 2 名 １．月１回 2 名

２．２回 1 名 ２．月２～３回 0 名

３．３回 0 名 ３．毎週１回 0 名

４．４回 0 名 ４．その他 0 名

５．４回以上 0 名

６．その他 0 名

参加対象者は下記のどちらが良いです？

１．支援者のみ 0 名

２．当事者のみ 0 名

３．家族のみ 0 名

４．支援者と当事者 1 名
５．支援者と家族 1 名
６．当事者と家族 1 名
７．支援者と当事者と家族 1 名

８．その他 1 名 広く一般に告知（1名)

その理由は？

【７】当事者だけの問題ではないので、どちらか片方だけというのはないと思います。

・

・ 期待していた内容よりも格段の良い内容でした。

・ もう少し具体的に障がい者の方の参加方法が知りたかった。

Ⅴ．今後、今回のようなセミナーを開催するとしたら希望する内容やテーマ等はございますか？

・ 同じ講師で再度開催して欲しいです。

・

・ 現場で使える何かを入れて欲しい。

来場者アンケート

来場者アンケート集計及び感想

Ⅳ．セミナーに参加されての感想をご自由にお書き下さい。

色々なイベントに参加してきましたが今日のイベントが1番感銘を受けました。施設には様々な依存を抱えた仲
間がいました。今日和泉さんもおっしゃってたように、信じる事を少し忘れて臆病になって色んなものに逃げてし
まっただけだと思っています。今の私の周りにはキラキラした人がたくさん居てそういう人達が増えれば増える
だけ自分の世界が広がっていってます。

今日のセミナー大満足でした。今日出会えたのできっとまた出逢えると思っています。今日はありがとうござい
ました。とても良い物が頂けました。

子供向けに将来に向けての職業や「夢」や「希望」「好き」を仕事にした人のお話など子供達に良いと
思いました。
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放 送 日 令和1年11月4日（月） 放送時間 ＰＭ10:54　～PM11:00

放 送 局 ＴＶＱ九州放送 番 組 名 飛び出せ！サークル”ふくおか研”

番組詳細

テレビ放送実績・まとめ

テレビ放送実績
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まとめ

　佐藤重直氏と和泉妃夏氏の活動や考えに共感した方が多く、障がい者の芸術文化活動の普及イベントとして成
果はあったと思われる。参加者は16名。小規模のセミナーだったため、運営の面では参加者一人一人に声を掛け
ることができ、それぞれの困りごとや相談事を聞く機会となっている。アンケートにあるように「広く一般に告知」した
方が良いという回答もあったため、会場の大小に関わらず、ネットワークを活用して広く広報及び告知を行う必要性
を感じた。
　今回は前半が映像制作の楽しさを伝える講演会、後半が実際に演じる事の面白さを体感するないようだったが、
障がいのある方たちにどういったアプローチで映像制作を行うか、その具体的な方法（スマホを使った撮影方法、
プライバシーへの配慮等）を学ぶ内容を検討するのも必要かと思った。
　今年度のセミナー、ワークショップは残り1回あるため、引き続き、どのようにすれば、その人に関心が持てるか？
どのように工夫すれば、その人と繋がれるか？　考え、工夫し、実行して検証する事の面白さや大切さを楽しみな
がら学べる事を主軸としたワークショップを心掛けつつ、それらを障がいのある方達と一緒に楽しめる支援者を育
成していきたい。

福岡県の魅力を楽しく研究するサークル”ふくおか研”。大学生リポーターが県内各地に飛び出
し、県の魅力や取り組みを学びながらリポートする番組です。
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